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3０一、二年生花きの生育・開花調節

マトリカリアの播種期と促成栽培法 &9

①分類

試験研

究年次
１～２年（完了）
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Ｉ 目的．

マトリカリアの播種期と日長及び苗低温処理による生育開花の促進効果を
明らかにし、作期の拡大を図るとともに栽培技術を確立する。◆
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深夜３時間の暗期中断処理を開花まで
展開葉数８枚
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ター（７０×２０×２５ｃｍ）に８株植え
１１月２５日最低夜温１２℃（試験Ｉ、Ⅱ）．
１０月２８日～〃１０℃（試験Ⅲ）
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主要成果の概要

マトリカリアを

と電照を併用す

の切花が採花で

●●Iか』

促成栽培･する場合の播種時期は９～１０月が良い。 また、加
すると開花株率が高くなり、３月下旬から切花長の長い高品
できる｡

１マトリカリアは秋播きして無加温で栽培すると６～７月に開花するが、９～

２

１０月に播種を行って１１月下旬から最低夜温１２℃で加温する促成栽培では４～‐
５月に高品質の切花が採花できる。
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３～５月の春播き栽培では無加温で６～８月
'!.･'!11'~

り品質が著しく低下する。
に採花できるが、切花長が短くな

■●

３電照は開花株率の向上と切花長の伸長に有効であり、８～９月播種では採花
開始時期が３～４週間程度早まる｡ ｡

む ひ一

４５～７月に夏播きした展開葉数８枚の苗については、低温処理によるロゼッ
卜打破並びに生育・開花の促進効果は認められない。
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主要成果の具体的デ 夕Ⅳ
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） 播種期と苗低温処理（２年）
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！……………………．…孟詞Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

改善資料として活用できる。
２６～８月播種では株がロゼット化しやすいので、高温期の育苗は避ける。’

今後の研究上の問題点

開花側枝を利用した早出し栽培法の確立
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